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ワタミグループにおける

電子マニフェスト運用事例

２０１３年２月７日（木）

ワタミエコロジー株式会社

循環サービス事業部 佐藤伸幸
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ワタミグループの概要

会 社 名 ： ワタミ株式会社

代 表 者 ： 代表取締役 社長 桑原 豊

所 在 地 ： 東京都大田区羽田１－１－３

資 本 金 ： 4,410百万円

売 上 高 ： 140,197百万円（連結）

設 立 ： 昭和61年5月 （創業：昭和59年4月）

従 業 員 数 ： グループ計5,730名

事 業 概 要 ： ワタミグループは、外食・介護・宅食・ＭＤ
・農業・環境の分野で事業を展開しています。

ワタミの最大の財産である「人」が差別化
要因になる事業で、積極的に展開しています。
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ワタミグループの概要
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6次産業を生かした、持続可能な循環型社会（2012年5月10日現在）

6９７ 店舗 81ホーム

１２工場

317営業所

20ha

約480ha

堆肥プラント
自社施設
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自社の堆肥工場（土づくりセンター）

●農家の方々が「ほしい！」と言う堆肥を作ることで、循環の輪を実現
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広域モデル実現のため、1地域のモデルが必要です

宅食店舗介護
（ホーム）

間伐材

製品加工

ペレット材

手づくり厨房

ワタミファーム
地域の生産者様

森

ﾍﾟﾚｯﾄ
ｽﾄｰﾌﾞ

地域の酒造
ﾒｰｶｰ様

地域の食品
ﾒｰｶｰ様

豊かな土

森体験

安全安心な食材

堆肥有機野菜

CO2
クレジット

お客様

生物水木材

木材
ｴﾈﾙｷﾞｰ

生ごみ

新鮮空気

ﾍﾟﾚｯﾄ
ﾎﾞｲﾗｰ

土づくりセンター

市民の皆様

志高館

ﾍﾟﾚｯﾄ
ﾎﾞｲﾗｰ

食・材料

エネルギー

廃棄物

資源

集荷センター

小水力

電気

目指す姿<循環型社会・地域モデル>
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ワタミエコロジーのミッション

埋立残余あと18年

リサイクル率（20％）

木材の自給率（25％）

石油はあと30年

エネルギー自給率（1％）

食糧自給率（40％）

●循環サービス事業部
人間の生活や事業活動で生じる廃棄物（環境負荷）を
３R活動の推進によって循環する（動脈に戻す）仕組みを創っていく。

●再生可能エネルギー事業部
事業活動に必要なエネルギーを限りある資源から
再生可能エネルギーへの転換に寄与していく。

循環型社会創造企業へ

ごみを減らしたい！循環させたい！が我々の思いです。

エネルギーを自給させたい！が我々の思いです。
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1.この5～6年で、不透明な廃棄物業界に対して、「透明化」、「適正化」
を行い、信頼を得てきた。

・全国業者様BPS会、エリア会の実施（顔が見える関係、思いの共有）

・業者様現地確認の実施

・排出量、単価把握、コスト構造の分析

WE廃棄物管理が生み出してきた価値

2.一番、困難と言われている居酒屋でのリサイクル実績

・少量、多品目の廃棄物を資源化する仕組み構築

3.環境省から唯一推薦された「エコ・ファースト企業」

・食品リサイクルループ、ビンのリユースが評価された

→外食業界は、最も環境負荷削減が進んでいないため、

ワタミのリーダーシップ発揮に期待されている



ワタミエコロジーの廃棄物循環サービス
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複数の排出事業者が
手を組むことで、

①運搬の効率化

②情報の共有

③単独投資の低減

④費用の低減

⑤インパクトが大きな
取組が可能。

電子マニフェスト等の
ＩＴインフラの共有



【プラスチック処理の現状】
多くの外食は、有機物付着プラスチック類（厨房・客席含む）を、
「生ごみ・紙ごみ等」と混合して清掃工場へ搬入しています。

★そもそも、紙マニフェストすら交付していない。

【問題の整理】
①有機物付着プラスチック類＝廃プラスチックは、産業廃棄物です。

一般廃棄物と混合して、清掃工場に搬入することは禁止されています。

②マニフェスト未交付にて処理することは、排出事業者責任の違反となります。
また、マニフェスト未交付で処理委託することは、委託義務違反です。

【今後の解決方法】
①店舗にて、プラスチック、ビニール（産廃）を分別する。
②産業廃棄物契約とマニフェスト交付をする。

マニフェストの電子化以前の大きな問題！



お客様では無く、回収業者様が指導されている！

清掃工場は複数あり。
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マニフェスト交付には、廃棄物の適正管理が必要

適正処理業務

窓口業務

環境負荷低減への投資業務

運搬会社の質向上業務

ドライバーの質向上業務

事業継続・拡大プラン作成業務

廃棄物循環システムの構築業務

請求支払業務

コスト適正化業務

コンプライアンス業務

行政報告書類作成業務

分別指導、環境教育業務

環境負荷低減への投資業務

窓口業務

ワタミ含む一般企業 廃棄物業者様（管理会社）

６～７年前の世間一般の状態

⇒ワタミグループも同じ状態
⇒マニフェストの問題は後回し

請求支払業務

コスト適正化業務

窓口業務

コンプライアンス業務

行政報告書類作成業務

分別指導、環境教育業務

環境負荷低減への投資業務

ワタミ（排出者） 廃棄物業者様

適正処理業務

窓口業務

環境負荷低減への投資業務

運搬会社の質向上業務

ドライバーの質向上業務

事業継続・拡大プラン作成業務

廃棄物循環システムの構築業務

ワタミエコロジー

現在のワタミグループの状態

⇒マニフェストの電子化だけでは
無く、総合管理が大切
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請求支払業務

コスト適正化業務

窓口業務

コンプライアンス業務

行政報告書類作成業務

分別指導、環境教育業務

環境負荷低減への投資業務

お客様 （排出事業者）

【環境負荷低減プランの例】
・食品リサイクルへの投資。リサイクルループの構築。
・納品車両での資源物持ち帰りの実施。
・物流センターを利用して一括リサイクルする仕組みの構築。
・瓶の使い捨てから、リターナブル使用への変更。

・各店舗への最適な分別オペレーションの構築。
・リサイクル施設の見学及び研修会の開催。
・店舗リサイクル率の算出、店舗側へのフィードバック実施。

・食品リサイクル定期報告書のデータ整理、作成。
・廃棄物管理票定期報告書のデータ整理、作成。
・再利用計画書、減量化計画書等、作成。
・産業廃棄物越境移動に関わる事前協議書の作成、申請。
・その他、行政からの問合せへの対応。

・全廃棄物委託会社様との契約書締結、法令記載事項の確認。
・許認可の内容確認、有効期間の確認、更新作業。
・廃棄物処理施設の処理状況確認。（現地訪問確認）
・廃棄物管理票（マニフェスト伝票）の記載チェック。
・電子マニフェストシステムの導入。（紙マニからの変更）
・処理フローと実際のフローとの確認。

・廃棄物計量調査依頼、実施確認、データ分析、報告書作成。
・廃棄物組成調査の実施、データ分析、報告書作成。
・調査結果に基づいた、廃棄物指数の算出。
・調査店舗外の、他全店分の予測排出量の算出。
・各品目別、委託会社様ごとの処分、運搬の適正単価算出。
・委託業者様への価格交渉、取引見直しの実施。

・全店、全廃棄物委託会社様との請求支払い業務。

・３Rに関する、各店舗からの問合せへの対応。
・新店、閉店、粗大ごみ等の手配業務。

※赤字は、WEの差別化サービス。

単純な窓口代行ではなく、
法令順守、コスト削減、環境負荷低減へ向け
広く、そして深く、各業務を実施して来た。

単純な窓口代行ではなく、
法令順守、コスト削減、環境負荷低減へ向け
広く、そして深く、各業務を実施して来た。

13

サービス詳細①
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適正処理業務

運搬会社の質向上業務

窓口業務

ドライバーの質向上業務

事業継続・拡大プラン作成業務

廃棄物循環システムの構築業務

環境負荷低減への投資業務

廃棄物処理委託先

【環境負荷低減プランの例】
・運搬車両の低公害車への変更。
・処理施設への自然エネルギーの導入。
・燃費改善への取り組み。

・食品リサイクル堆肥の良化。販売ルートの構築。
・リサイクル品の規格、品質の統一化。
・新しい資源化方法の検討、実験等の実施。
・過去の枠に取られない、運搬先の変更・確保。

・理念、目標、ビジョン等の作成、社員への共有。
・同業他社との合併等による規模の拡大。
・許認可範囲の拡大。

・ドライバー教育、評価制度の構築。
・運行前確認（朝礼）のマニュアル化、運用。
・ドライブレコーダーの導入、運行状況分析、改善指導。
・分別改善要望書等の作成及びお客様への改善依頼。
・物損危険箇所、回収注意事項等の引継ぎマニュアル化。

・積極的な情報公開（会社情報、許認可、処理実績 等）
・施設見学会等の実施。
・車両、設備類の定期的なメンテナンス実施。
・借用しているカギの保管ルール、紛失防止等のマニュアル化。
・お客様へのリサイクルや、コスト削減の提案。
・

・指示どおりの処理先への運搬及び適正処理。
・許認可範囲での、確実な回収作業の実施。

・回収条件、頻度、価格等においての交渉。
・お客様及び各店舗からの問合せ対応。

※赤字は、WEの差別化サービス。

協力会社様へ、単純な丸投げやダンピングではな
く、循環サービスを実現するパートナーとして
質を高める。

協力会社様へ、単純な丸投げやダンピングではな
く、循環サービスを実現するパートナーとして
質を高める。

14

サービス詳細②
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電子化には、廃棄物処理会社様の協力が不可欠

●協力業者様とのビジネスパートナーシップ会、エリア会の実施
（業者様への理念共有、方針共有）
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東京東京2323区区

業者様集約による運用効率化、コスト低減

神奈川県神奈川県

東京多摩地区東京多摩地区

●地域ごとに業者様を集約 事例
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●現状（2011年度末時点）

廃棄物ビジネスは、ＩＴ化。管理業務の効率化、生産性向上

■契約顧客数■契約顧客数 4545
■■管理店舗数管理店舗数 ＊＊＊＊＊＊＊＊
■■廃棄物業者様数廃棄物業者様数 450450

●5年後（2017年度末時点）

■契約顧客数■契約顧客数 ＊＊＊＊＊＊
■■管理店舗数管理店舗数 ＊＊＊＊＊＊
■■廃棄物業者様数廃棄物業者様数 ＊＊＊＊＊＊

エクセル・アクセスエクセル・アクセス
によるデータ管理によるデータ管理

ASPASPシステム・管理システムシステム・管理システム
導入による一括管理導入による一括管理

大項目 小項目

新規管理及び開店時の業者選定及び回収頻度調整、価格交渉、事前回収手配 －

現場打合せ報告書、処理フロー図、取引先カルテ、鍵借用書等の代行作成 ○

閉店及び一時閉店の回収手配及び価格交渉 －

処理委託契約書等の新規締結及び更新作業サポート ○

許可証、認定証等の取寄せ、更新作業サポート ○

取引先カルテ、処理フロー図の確認、作成サポート ○

マニフェストの管理 ○

適正価格の算出、廃棄物内容の分析 －

委託業者の変更サポート －

日中及び夜間回収時の各種トラブルへの対応 －

事業場、又は実務業者からのクレームへの対応 －

クレームの原因追求及び再発防止の為の指導 －

請求・支払い
業務の代行

実務業者からの請求を取りまとめ一括請求業務及び支払い業務 ○

システム化
管理サービス業務内容

オープン及び
クローズへの

対応

法令遵守の
サポート

委託内容の
見直し

緊急時への
対応

目標：管理サービス業務
生産性20%改善

シ
ス
テ
ム

A
S
P

シ
ス
テ
ム

新
管
理

シ
ス
テ
ム

新
管
理
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基本施策

●顧客から排出される廃棄物の処理（運搬と処分）を効率化

トータルコストを変えずに、

リサイクル率を高めることができるサービスを実現する。

１
全国の廃棄物最適化

①業者様管理 ②コスト透明化 ③サービスメニューと価格の明確化

２

回収拠点多数地域の運搬効率化、処分効率化

①外部顧客囲い込み強化の継続による母集団形成

②業者様集約による効率化

③多品目を一緒に運搬する方法の検討

④動脈物流との共同化の検討

３
WEオリジナル商品の開発、仕組みづくり

現行より安く、リサイクルできる方法の確立

【施策の３本柱】
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一般廃棄物・産業廃棄物・資源物、
全てのコンテンツをハンディーターミナル
で一発読み取り

によるデータ蓄積

運転手情報
車輌情報
排出事業者（場）情報
一般廃棄物収集量
産業廃棄物収集量（マニフェスト）
資源物収集量

※ 廃棄物の種類は業者様の扱いに応じて
カスタマイズできます

処分先情報
収集時間情報

オプションで

小型携帯プリンタ（作業証明伝票出力)
ＧＰＳ （車輌位置管理）
ＰＨＳ （電話通話機能）
カメラ画像データ送信

※ 別途携帯電話会社との契約が必要です

などの追加機能も充実

GG--MobileMobile

車輌・運転手
排出場所・廃棄物種類

処理施設

タッチパネル

●廃棄物置き場に、バーコードを設置することで、交付完了。
＞排出事業者＝店舗従業員の手間は一切なし。
＞夜間回収含め、一切現場立会は不要。

バーコード式とハンディーターミナルを共同開発



運搬完了・処分完了など、
各業者様の運用状況が一覧
で確認出来ます。
（青は完了、赤は未完了）

「店舗」、「業者」、
「廃棄物種類」毎の条
件検索が出来ます。

➣いつ回収したのか？
➣発行したマニフェスト番号は？
➣どこから排出されたか？
➣処理はどこまで完了しているのか？
➣何を回収したのか？
➣数量は？
➣どの業者が運搬したのか？
➣処分先はどこなのか？
※上記の項目が一目で確認可能です。

マニフェスト管理画面



①回収を行った日はいつなのか？
②運搬し、搬入先に到着した日はいつなのか？
③中間処分を行った日はいつなのか？
④最終処分を行った日はいつなのか？

※上記の詳細部分を確認することができます。

①

②

③

④

マニフェスト管理画面



選択した項目で様々な
集計が可能です。
また、電子・紙毎にも集
計が可能です。

マニフェスト集計も容易



許可証番号をクリックすると
許可証のＰＤＦを確認・ダウン
ロードできます。

詳細アイコンをクリックすると許可
内容を確認でき、「詳」の下に許
可証の有効期限が切れる「３ヵ月
前」に警告ランプが表示されます。

許可取得品目の一覧、確認
ができます。

廃棄物許可証の電子管理機能も備える。



委託契約書のダウンロード
（閲覧・印刷）が可能です。

その他、下記データも
（閲覧・印刷が可能）です。

①覚書
②現地確認報告書
③自己チェックシート
④その他の書類

契約書、処理状況確認書の電子管理機能も備える。
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基本施策

●顧客から排出される廃棄物の処理（運搬と処分）を効率化

トータルコストを変えずに、

リサイクル率を高めることができるサービスを実現する。

１
全国の廃棄物最適化

①業者様管理 ②コスト透明化 ③サービスメニューと価格の明確化

２

回収拠点多数地域の運搬効率化、処分効率化

①外部顧客囲い込み強化の継続による母集団形成

②業者様集約による効率化

③多品目を一緒に運搬する方法の検討

④動脈物流との共同化の検討

３
WEオリジナル商品の開発、仕組みづくり

現行より安く、リサイクルできる方法の確立

【施策の３本柱】
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ご清聴ありがとうございました。

廃棄物関連業務にお困りの際は、
ワタミエコロジーまでご連絡ください。


